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おもな内容 : ()科学博物館と夏休み期間中の小 ・ 中学生の学習活動について く〉全科協北から南から 博物館職員議

習を受講して交通科学館木村宏
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科学博物館と ， 夏休み期間中の小・中学生の学習活動について

毎年，夏休みの時期になると ， われわれ科学博物館関

係者が顔を合わせるたびに話題になるのが，夏休み中の

小 ・ 中学生の学習活動iζ関する対策である.それらを大

きくわけでみると ， その一つは，小・ 中学生対象の事業

の種類， 企画， 実施方法であり，もう一つは， 宿題や自

由研究の解決を科学博物館 l乙求めてくるととへの対応で

ある . 特 IC後者の場合， 動植物の名まえを聞きに来るの

はまだょいとして， 電話で， 自由研究で何をしたらよい

か聞いてくることなどのように， 答える前K I回然として

しまうようようなケースがしばしばあって， とかく問題

が多い.

ととろで，とのようなととに関する博物館側の対応の

しかたは，積極的 iζ事業を企画し， 実施する所もあれば

それは学校教育の守備範囲であるとして，第一義的には

考えない館園もあるようであって， 必ずしも一致した見

解とはなっていないようである . その原因は，博物館lζ

課せられた事業目的， あるいは地域社会への結びつき方

の姿勢が， それぞれの館園によって相違するととや， 職

員の事情などによるからであろう.さらに， 過去におい

てもたびたび問題となってきた博物館と学校教育との関

係という基本的な論議にも触れてきて， 明解な一線をも

って画するととは難しくなってくる.

もちろん，乙のようなととに対して， 科学博物館側が

統ーした見解を持たなければいけないという理由も今の

ととろ見当たらない.しかし， 成り行きにまかせておく

乙とではなく ， 問題点としてクロ ーズアップし， 今後の

ために考え方の拠り所を広しくておく必要があるように

思われる . 以上のような乙とが， 編集委員会で話題とな

り ， 手はじめに，下記の事項について各館園の実状を聞

いてみることにした.

(1) 今年の夏休み中の ζ どもたちを対象に実施した事

業，集会活動.

(2) 小 ・ 中学校の宿題 ・ 自由研究に対して，博物館が

協力すべきかと、うかに関する寅館の意見.

(3) 貨館の小 ・ 中学校の宿題 ・ 自由研究に対する対処

のしかた.

その結果. 15館から御報告をいただいた. 今回はお寄

せいただいたものをそのまま掲載し，末尾に編集側で特

lζ気づいた点を拾ってみる ζ とにした.すでに触れたよ

うに，問題の絞りブJによっていろいろな怠見が出てくる

と思うが， 御意見は本ニュースのためにぜひ御投稿いた

だきたい.そして必要によってはもっと掘り下げてみた

いとも思う . 終わりに，御多忙のと乙ろ ， 御報告いただ

いた館園に対し厚くお礼を申しあげます.

1. 今年の夏休み中のこどもたちを対象に

実施した事業・集会活動

室蘭市青少年科学館

夏休みを利用して， 自然を知り ， 自然に親しむ野外活

動を通して，科学する心の芽をはぐくみ， 資料の収集，

保管の知識の習得と余暇の利用の一つの正しいあり方を

認識させる目的により ， 夏休み科学クラブを下記のとお

り開設いたしました.

模 型 Aクラブ プラモデノレ作りと色ぬり (2 日〕

昆 虫クラ ブ 昆虫の野外採集と標本作り (2 日〕

標本クラブプラスチック封入標本作り (2 日〕

海藻クラブ海藻採集と標本作り ( 1 日〉

植物クラブ縞物の野外採集と標本作 り (2 日〉

模型 Bクラブ模型飛行機作り と飛ばし方 (2 日)

天文クラブ夏の星の観察 (2 日〕

斎藤報恩会自然史博物館

夏休み自由研究の相談 自由研究の質的向上をはかる
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ため，研究のまとめ方について話し合った. 8 月 22 日 ・ 川口市立児童文化センター

23日1.教室活動…・絵画教室， 天文教室，ハーモニカ教室

初心者ハーモニカ教室， 手芸教室，書道教室，工

山形県立博物館 作教室， 模型教室，七宝焼教室，電気教室， ラジ

今年の夏休み中1( ， 小・中学生を主な対象として本館 オ工作教室， 紙工作教室，カメラ教室

が行った行事lζ 「夏休み学習展」と「自然と郷土学習教 2. 映画会 ・・土曜映画会， 日曜映画会，交通安全映画

室」がある . 会， 母と子の映画会

1. í夏休み学習展」は開館以来の催し物で， 小 ・ 中学 3. その他0 ・ 0 プラネタ 3 クム一般公開， 太陽観察会，

生の自由研究の向上をはかる ζ とを主な目的として，特 夜間天体観察会，自然観察キャンプ， 工場見学

別展示をし ， 相談日を設定しているものである . 会，巣箱づくりの会，川口市小学生写生大会

まず，動物 ・ 民俗等理科 ・ 社会科の 6 分野からそれぞ

れ具体的なテーマを設定して，特別展示室に収蔵品を活 天文博物館五島プラネタリウム

用した展示を行い， 研究の進め方，まとめ方の具体例を 1. 星の会天体観望会星の会々員のうち ， 中学クラ

示す.本年のテーマは次の通り. ス，一般クラスを対象lζ千葉県鹿野山へ 2 ì白 3 日で天

① 岩石や鉱物を調べてみよう . 体観望会を実施した. (中学生が約805的

② 花と昆虫の関係を調べてみよう 2. 望遠鏡取扱い説明会 入館者全部を対象にした行事

③ 外国からきた植物について調べてみよう. であったが，約 2 分の l 以上は小 ・ 中学生であった.

④ 町や村の石碑や寺 ・ 神社を調べてみよう 3. 夏休みこども天文教室 小学校 3 年以下が対象であ

⑤町や村で出土した土器や石器について調べてみよ るが，保護者も一緒に勉強できる.

つ.

⑥物をはかる道具について調べてみよう. 逓信博物館

さらに， 期間中に 2 回の自由研究相談日を設け，学習 1 夏休みこども大会の開催

展会場lζ特設した相談コーナーで全学芸員が親子連れや 本大会は，都内，近県在住の小・中学生を対象IC ， 昭

グループの小 ・ 中学生の質問や相談 IC応ずる.夏休みに 和48年以来実施のもので，目的は絵画， 工作の基礎指導

入って間もなく第 1 回自には研究の進め方について， 終 を主体とした図工教室と ， 学習的要素を含めた講話，そ

わりに近づいた第 2 回自には採集した資料の鑑定や研究 して楽しいアトラクシヨンをとおして，家族とのつなが

のまとめ方について相談に応じ，あわせて， 映写会も催 りを一層深め，併せて社会教育機関としての博物館をよ

す. り理解してもらうためのものである

との学習展の観覧者や相談日の来館者は，地域的にも 本年は ， 8 月 16 日(火) ~8 月 28 日(日)月曜日を除

年令的にも広範囲にわたり ， また相談日以外の相談のた く 12 日間， 次の内容で実施した.

めの来館者も多く ， 県民から好評号得ている. ① 図工教室

自由研究を機会1(身近な事象lζ 目を向けさせ， 郷土の 絵画， 折り紙，紙工作， モビーノレ，紙ねん土の 5 教室

自然や歴史に関心をもたせようとするもので，博物館の とし，いずれも定員は60名で，指導は女子美術大学の博

めざす実物教育の場として乙の「夏休み学習展」は大き 物館学実習生34名を 1 教室 6~10名に分かちあたらせ

な意義があるものと考えている. た.

2. í 自然と郷土学習教室」は，社会IC関かれた博物館 授業時間は10時~ll時30分までとし，受講受付は毎日

として人びとの学習に積極的に貢献するため IC本年から 開館と同時に行ったが，大体各教室とも30分後には定員

開設した もので， 市町村教育委員会の協力を得て各地で に達する状況であった

実施している自然と歴史の屋外学習教室である.講師に ②講話

は本館学芸員があたり ， さらに地元の研究家も委嘱して 専門講師を招き社会科lζ役立つ講話を1011寺~ll l時の 1

いる. 時間程度実施した . 200 名収容の同会場は父兄を交えて

県内 5 会場の計画のうち， 夏休みに実施したのは 2 会 各日満員盛況であった.

場で， 母親をはじめ大人の参加者もあったが， 小 ・ 中学 ③ 相談コーナー

生が主体で，親子連れで自由研究の場に応用した参加者 郵便，電信電話， 放送， 図工等に関して，会期中学習

もみられた(金山耕三) の相談iζ応じた.

④ ア ト ラクショシ(省略)
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電気通信科学館 ζ ども 3 ーダー講習会 α云承あそび，夏のあそびと手作

電気通信科学館の夏休み企画 り工作 4 日間〉

小・中 ・ 高生の夏休みは， 博物館にとってかき入れど 科学教室(インキとインキ消し，葉脈標本の製作，シャ

き，様々な趣向を乙らした行事が行われるのが通例であ ボン玉を作ろう，日時計， 岩石のみがき方， ゾク 3 ム

る . 当科学館でも，夏休みに照準を合わせ，特別展を関 シの定性，簡単な望遠鏡の製作，花粉の永久プレパラ

催するとととしている 昨年は「うずまきの科学」と銘 ート製作，ガラス細工，文鎮作り ， 11 日間)

打って電気通信でも重要な働きをしている「うずまきJ 楽しい子どものつどい(ヨット工作，ぺープサー卜で遊

~ [""コ イル」を中心として，その他広く自然現象，生命 ぼう等 4 テーマ 4 日間)

現象，社会現象にも及んで，その不思議な性質を問いか 電子顕微鏡一般公開(ケイソクほか 3 日間)

けてみた. 夏休みリクエストアワー (7. 21-8. 21) 

今年は， [""時間の科学」をテーマとして，通信の世界 科学映画の会 (2 日間〉

における時間の使われ方を解説し，広く我々の生活に関 ラジオ ・ テレビ講座(電子式ピヨピヨチャイムの製作，

速している時聞について考えてみた. [""時間とは何か」 ト ランジスタ ー発光瞥報器の製作 4 日間)

テーマが大きすぎ，また，抽象的であるため満足な出来 夢のヤングDJ アワー(フレッシュなアイディアで手作

ばえではなかったが，自然科学の中における l侍聞につい りのコンサー 卜を 1 日〉

て， 工学， 理学，生物学， 天文学，医学の面からのアプ フルート をおぼえよう ( 5 日間)

ローチを試みたつもりである . 7 月 20 日か ら 9 月 11 日 ま ギタ ーをおぼえよう ( 5 日間)

での展示で 8 月末現在， 入館者は 140 ， 000 名に及んでい サンデー映画会( 1 日〕

る. 夏期工作教室(木工道具の使い方とフラワーボックス等

入館者層は， 夏休み中の ζ ともあって小学生が多いが の製作 2 日間)

当科学館の性格から高校生，大学生，若手サラ D ーマン 工作相談と自由製作 (2 日間)

層も多数訪れ， 中でもパパや"7 "7 1ζ迫れられて説明 lζ耳 ガラス細工講習会( 1 日〉

を傾ける小学生， 科学には強いとフィアジセに得意のポ 七宝焼の手ほどき (3 日間)

ーズを見せる青年カップノレなどの姿が印象 IC残る アイ 夏休みレコードコンサー ト(音楽・お話・映画 3 日間)

ンシュタイジの時間， 相対性原理による字宙時間のこと 展示教室(ミシンのしくみとはたろき)

など専門的な質問になると，説明 iζ 当たるコシパニオン

もお手上げの状態もあったが， とうした現象は科学館の 福井市立郷土自然科学博抑館

あり方としてインス トラ クティプであり，好ましいこと 7 月 28 ・ 29 日 海産動物学習会

であろうと考えている . 参加者37名(磯の小動物を観察する会で， 毎年 7 月下

当科学館では， 来館者の ζ のような創造的な学習意欲 旬に実施している〕

をもりたてるため，常設展示と併行して， 創造コーナ- 8 月 28 ・ 29 ・ 30 日 採集品の名前を聞く会

のようなものを設け， 学校教育， 理科系のクラブ活動な 参加者 722 名(採集品の同定会で，植:物，昆虫，岩

どと連動して，より魅力的な運営体制を整えたいと目下 石， 化石， 貝が対象 ただし植物のうち海潔， 蘇苔類

鋭意検討中である(蛍義秀) は除く〕

神奈川県立青少年センター 岐阜県博物館

アマチュア無線のつどい(ハムの資格をとりましょう (1) 郷土の化石展

フィーノレドデー・ キヤジプ，モーノレス信号を覚えよ 県内化石産地より出た有名化石を中心iζ ， 館蔵資

う 8 日間) 料を含めて，産地別(時代別) に展示し， また平素

えいがとおんがくの会 ( 2 日 間) みる機会の少ない微化石などは，顕微鏡や投影器等

夏の子供劇場 (J(tó. 103 青少年劇場， ふりむくなベ ドロ， を使って， 自分の目で確かめができるように 2 つ

2 日間〉 の展示場を設けて「夏の特別展」として，小中学生

夏休み創作教室(ガラスに絵を彫る ， 私の顔のスタン を主対象lζ公開した.

プ， 木綿のスカーブをそめる ， 花の写生， 8 日間) なお，化石lζ関係する図書コーナ ー， ナクマシ象

エレクトロニクスなんでもコーナー(ラジオの原理とつ の実物大ノ材、ノレ，相談コーナー もあわせ設置して学

くり方，基板からつくる受信機O-T-l ， 3 日間) 習の便に供した.

- 3 ー



VoJ. 7 Nc. 5 全科協ニュース

入場人員 8， 361 人のうち，

小・中学生 3， 538人(比は約42 . 3%).

(め映画会

平日は午後 1 回， 日曜 日 は午前 ・ 午後各 1 固定時

上映 内容は， 自然 ・ 人文に関する映画，県内紹介

を中心にフィルム 2~ 3 巻を組み合わせて講堂(定

員 200 人)において上映した.

(鑑賞人員)

86 叶 421 I 叫刊十m
(3) その他

特別展会場のほか， 本館 iとは郷土学習室， 図書資

料室があり ， 乙乙にはそれぞれ相談コーナーがあ

る.特lζ 日を定めて行わないが， 随時実施してい

る . 特に郷土学習室には，実物標本をはじめ複製

品，児童 ・ 生徒向き図書約 700 冊が常備されている

ので，夏休み後半には， 植物や昆虫， 化石，土器な

どに関する相談もしばしばみられ，グループによる

学習も見受けられた(鷲見峯男〉

大阪市立自然史博物館

動物園サマースク ーノレ

動物園と共催.小学校 4 ・ 5 ・ 6 年生. 3 固に分けて

計 210 名.各 3 日間.

なお，他 IC小・ 中学生を含めた一般向けの行事もある

が， その中の標本同定会は， 参加者181名中 ， 131名まで

が小・中学生であった.

生駒山宇宙科学館

1. 小 ・ 中学生のための夏休み天文講座

(1) 月の動きと月を見る会 7. 25 

(2) 星の動きと星座を知る会 8. 3 

(3) 流れ星を見る会 8. 12 

(4) 流れ星を見る会 8. 15 

(5) 夏休み天文講座総まとめの会 8. 22 

2. 小・ 中学生のための夏休み天文なんでも相談コー

ナーの開設

鳥取県立博物館

(1) 親と子の博物館野外教室

7 月 31 日 米子市城山附近

参加者約60名(内小学生35名〕

包)博物館中学生講座

8 月 1 日 ・ 2 日 日野郡江府町周辺参加者92名

、

(3) 星座観望会

8 月 5 日 博物館前庭

参加者約150名(内小 ・中学生80名)

(4) 化石採集と地質見学会

8 月 7 日 島根県八束郡玉湯町布志名

参加者 38名(内小・ 中学生15名)

(5) 標本の名前を調べる会

8 月 24 日 博物館会議室

参加者 150名(内小・ 中学生78名〉

香川県自然科学館

夏休み中における当館の業務は， 調査研究が主体とな

っているため， 当館が直接主催しての事業は行っていな

しかし，当館以外の施設や機関が実施した事業に対

し，当館の施設および職員が積極的lζ協力した.

(1) 小学校集団宿泊学習における指導

- 学校数 12校 - 児童数 1 ， 3 13名

- 当館内の展示について職員が指導

(2) 地区子供会における指導

・ 団体数 8 ・ 児童数 516名

. 当館内の展示について職員が指導

(3) 自然および文化財lζ親しむ運動団体に対しての指

導

・ 団体数 4 ・ 児童数 234名

・ 野外において， 当館職員が出向き ， 自然人文につ

いての指導

愛媛県立博物館

日本列島の貝展 (特別展)

海岸生物展 〔特設小展示〕

愛媛の甲虫展 (特設小展示〉

天文教室七夕の星

天文教室秋の星座

2. 小・中学校の宿題， 自由研究に対して，

博物館が協力すべきかどうかに関する意見

斎藤報恩会自然史博物館

当博物館lζ関係する事例についてみると ， 採集した化

石や植物の名前がわからないという相談が多い. そし

て，それぞれの標本について正しい名前や産地などをき

ちんとつけておく乙との大事さや， その標本の位置づけ

がはっきりしてくると，また翌年も発展させたかたちで
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研究を継続しようという気になる子供が多い 従って，

単に宿題 ・ 自由研究をきちんとまとめるというととでは

なく，子供たちが自然を更に深く広く見られるようにな

るための援助 ・ 協力をしている ζ とになり ， 大いに意義

があると考える.

川口市立児童文化センター

館の設置目的等にてらしてみて，児童生徒の宿題や自

由研究iζ対しては直接 ・ 間接的に協力すべきであると考

えている.

天文博物館五島プラネタリウム

積i極的 l乙協力するためには，いろいろ問題点があり ，

現状ではそこまでやっていない.しかし全々協力しなく

てよいとは恩わない . 可能な範囲で協力する .

神奈川県立青少年センター

学 ・ 社連携教育の見地から協力するととが望ましい.

filP ち，社会教育施設としての博物館， 博物館相当施設と

しては， 生渡学習の場としての機能ももち合わせている

い在学青少年の社会教育の場と しては，しかるべく配

慮されなければならない.

福井市立郷土自然科学博物館

宿題 ・ 自由研究に対して博物館はできるかぎり協力す

べきだと思うが，研究のテーマは各自の発想にまかせる

べきだと考えている(標本作製の手順など技術的なとと

については正しい方法を指導している) , 

学校が宿題として課した標本の同定 ・ 評価は， 本来そ

の宿題を出した先生が指導すべきではないだろうか.

国立科学博物館ニュースMi. 99 (昭和52年 6 月 20 日発

行) Iζ普かれた金井弘夫氏の意見に同感.

る学校教育とは異なるもø.である . 博物館と学校とが協

力しあって教育をすすめる態勢がまだできていない段階

では，博物館が協力できる内容は，本来学校の先生が指

導すべき内容である場合が大部分である . したがって質

問の内容にもよるが，発展的でなくただ答を教えるだけ

のものや，具体的でないもの(何をすればいいでしょう ，

どうすればいいでしょう)には協力できないと思う.

ただし博物館の展示を見ながら質問のプリント iζ答え

るという形式の宿題が当館の場合数件あり，それについ

ては先生と連絡をとりながら協力している.

当館としては，現在多く見られる自由研究という形で

の宿題の出しっぱなしを改めること.また学校教育によ

る有効な博物館利用を進めることの 2 点について，全科

協から関係方面へ働きかけをされるよう希望する.

生駒山宇宙科学館

十分協力すべきであると思う 同時に，博物館の見方

利用の仕方も教育できる絶好のチャンスである.

ただし情報過多時代で，電話の普及がめざましく，人

の動きも全国的になっていきる現在，遠方からの電話に

よる問合せが問題である . こんな場合，当館ではその近

くの館園を紹介している

鳥取県立博物館

夏休みは学校で学習する事柄を実地で礁かめ，自分の

ものとするに絶好の機会である.

博物館は，乙れらの自発的学習を学校教育と一体化し

て援助 ・ 指導すべきである.

香川県自然科学館

小 ・ 中学校の児童生徒が行う自由研究については，積

極的に援助をしたい その指導は， 助言， 資料の提供の

範聞内に儲めるくらいが，教育的配慮だと考える.また

岐 阜県博物館 乙れらの目的をもっての来館者に対しては， 研究のきっ

親しみ易い博物館としても ， また郷土資料を中心にし かけがつかめるような， 整理発展ができるような展示や

た郷土の総合博物館としては ， 学校教育に協力するのは 関連した施設の充実をはかる必要がある .

当然の義務だと考えています.手不足の人員ですが， 自

然科学や人文科学，郷土の理解への導入や，手助けを， 愛媛県立博物 館

今後積極的に行いたい 7 ~ 8 月には， とくに小・ 中学生の自由研究の参考に

なるような展示，例えば「日本列島の貝展」では， 日本

大阪市立自然史博物館 における貝塚の分布とその出土品， 日本列島の人々が現

原貝IJ として宿題の解答役を勤めるべきではないと考え 在各地で食用として利用しているもの，また瀬戸内と土

る.博物館は一般市民K対して，展示及び日常的な普及 佐沖を対比した員の分布などいくつかのテーマに分けた

活動を通じて，年令や階層にとらわれず，自然と人聞に 展示をしている

ついて(自然史系の場合)考えるための動機づけの場で 植物や昆虫でも個体変異，垂直， 水平分布，生活を理

あり，発達段階lζ応じたカ D キュラムのもとに進められ 解させるためのパネノレなども多数用意している.
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3. 小・中学校の宿題・自由研究に対する

対処のしかた

室蘭市青少年科学館

神奈川県立青少年センター

・ 各種催しもの，講座， 教室等:を開催し，学習の場を

開放提供している.

・ 情報 ・ 資料の提供をしている.

. 各種相談 IC応じている.

福井市立郷土自然科学博物館当館職員の可能な範囲内で， 依願がありましたら ， 個

々に対応しております. 各種の問い合わせに対しては可能なかぎり答え， また
適当な指導書の紹介を行っている.

斎藤報恩会自然史博物館 標本の同定については月末lζ同定会を実施している.

本年は，何をどうや ったらよいかという ， 事前の相談

会は行わず， それぞれの考えでなされた採集標本につい 岐阜県博物館
て，一定の期日をもうけて，一つ一つについて検討し 児童 ・ 生徒の自然科学 ・ 人文科学 IC対する芽生えを助

相談にのる方法をとったが，なかなか決めたノレーノレ通り 言育成するための指導を通して， 学校教育に寄与する ζ

にはいかず，かけこみ相談も多かった. それらも含め， とができると考えています.従って， 宿題や自由研究に

持ちこまれた資料については， 子供たちの期待に ζ たえ 対しでも ， その延長と考え，基本的には前項と変わりあ

るため最大限の努力をしたし， 今後もそのつもりでい りません.

る .

川口市立児童文化センター

夏休み期聞における特別行事の企画 ・ 立案にあたって

も ， 宿題や自由研究と関連づけたものを盛り ζ み， 実施

に移している . また自由研究等の相談にも随H寺応えるよ

うにしている.

天文博物館五島プラネタリウム

数年前には質問コーナーを特設して，いろいろ相談K

のったり，質問 IC答えていたが， 利用者が意外に少な

く， ζ 乙 2 ， 3 年，特にコーナーは設けていない.

ただし質問や相談をもってくる人には相談にのってい

る.又解説が終わった時に質問にくる人も多い.

また売店で参考図書の相談などにも応じているが， 自

由研究の中には，その学年より高度な内容をとりあげて

いる傾向がある.

展示としては夏休み中，工作的なものとして日時計と

星時計の作り方をパネルで掲示. 又日の出， 日の入り時

刻表や，月の観察に便利な図表などの掲示もしている.

逓信博物館

平常は，要員的lとなかなか困難であるが，極力来意に

添うよう努めている.例えば調査研究にかなった参考図

書の選定， あるいは，複写機を備えてとれらのコピーに

便宜を図るとか， また，理解し難い部分については解説

を加える等対処している.

大阪市立自然史博物館

館に直接来られたり，電話があった場合，前記のよう

な協力すべきでない内容については，本の紹介や， 学校

の先生lζ具体的に質問するよう指導し， 質問に答える場

合も ， 本や実物を使って筋道を説明し，答だけを話すζ

とはしない.件数の多い同定については，同定会の日を

決め，その日 K来てもらう . ただし，本来の意味での自

由研究についての具体的な質問については， 可能なかぎ

り相談に応じている.

生駒山宇宙科学館

とんなと ζ ろで， ζ ういうふうに見なさい， 調べなさ

いと指導する.

鳥取県立博物館

小 ・ 中学生とも野外観察， 実地指導を主としており，

宿題，自由研究の対処は学年，程度， 目的に応じた助

言， 参考文献の閲覧等として学校側の狙いの自主的活動

を阻害しない範囲の指導に止める .

小学生の指導，参加は父兄同伴とし，親と子の同時学

習と危害予防を考える.

中学生lζ対しては一般人同様に扱い，質問事項，照会

事項等， 程度， 要望に応じた助言指導を行う.

中学生講座は，郷土の自然 ・ 歴史 ・ 文化の認識をたか

めることを目的として開催する 地域中学校の協力を得

て参加者を定め，その地域を教材として，必修内容は全

員が受講し，希望によって自然系と人文 ・ 文化系iζ分け

て実地踏査， 採集， 見学， 観察等を行って指導する.
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香川県自然科学館 見学がないためか，集会活動に的をしぼっているようで

当館を訪れる自由研究希望者に対し，施設備品の提供， ある ，
館員による指導は積極的に行っている. 相談コーナーもいくつかの館で用意されていたが， 特

また，電話による質問が多く，当館としては積極的に 定の日を定めて行ったり ， 応援を頼んだり人員の少ない

応答をしている. 館では大変なようである.相談という事業が，博物館と

愛媛県立博物館

7~8年前までは， 夏休みの終わりになると 3. 000 ~ 

4. 000 人もの児童 ・ 生徒が博物館へつめかけて混乱を招

いたが，現在，小・ 中学校では分類学的な宿題をださな

くなったので， 鑑定会など実施しなくてもよくなった.

自由研究に対しては， 館員の指導， その他愛媛県児童生

徒理科入賞作品集や，その他の文献を参考に供している.

以上の報告から気のついた点をいくつか紹介すると，

1. I夏休みのこどもたちを対象に実施した事業 ・ 集会

活動」として， 特別展，集会活動，相談コーナーがあ

る.

特別展を特に夏休み期間という ζ とを念頭に企画した

博物館は多く ， 報告のあった館のほかにも，神奈川県立

博物館「化石ージュラ紀の生物J . 国立科学博物館「ピテ

カシ ト ロプス展J . 明石市立天文科学館「美しき星座絵

図J . 交通博物館「津軽海峡の70年一青函連絡船70年資

料展」などがあった(人文系の特別展は除く) • とれら

の特別展には ， 博物館lζ入館者を誘致する目的とともに

自由研究等の参考に供する意図のものがあり ， 特に山形

県立博物館で開館以来毎年開催されている「夏休み学習

展」はその好例である.また， 愛媛県立博物館のように

特別の展示コーナーを設ける館もあった.

乙の期間は各館とも遠方からの入館者が多く ， その意

味でも特別展のア- 7設定は重要な問題であろう .

集会活動についても，多様な内容が報告されているう

ち， 小・ 中学校の宿題対策と見受けられるものが相当数

ある . 地域によって宿題の出 し方も変わっていようが，

動植物等の採集会は少なくなっているようである.

採集品の名前を調べる会のように， その結果が直接宿

題の結果lζ結びつくものは自然史系の多くの博物館で行

われているが，単なる同定会から調べるという自主性を

加味した名称、が集会活動K付されているところも多い.

報告でははっきりしないけれども，実施の方法は従来か

ら少しずつ変わってきているようである . 実験や工作の

指導の中にも宿題を前提としたもの， ヒン ト を与えるよ

うなものがあるが， 年間を通しての通常的活動も含まれ

ているので， はっきりした傾向はつかみにくい.全体的

lζ夏の期間は ζ どもたちのための集会活動の数は増えて

いる.特K神奈川県立青少年セシターでは，学校単位の

しての機能なり組織に組み込まれていると乙ろもあり ，

2 の考え方や 3 の対処のしかたと合わせて問題点、の一つ

であろう.

2. I小 ・ 中学校の宿題 ・ 自由研究に対して， 博物館が

協力すべきかどうか」については， 協力すべきであると

いう 回答がほとんどであった. しかし，どの程度協力す

るかというととになると意見はさまざまで. I研究テー

マは各自の発想にまかせるべき(福井市立郷土博物館)J.

「助言 ・ 資料の提供の範囲内に留めるくらいが教育的配

慮であろう(香川県自然科学館)J となると ， 対処のしか

たもむずかしくなってくる .

一方. I原則として宿題の解答役を勤めるべきではな

い(大阪市自然史博物館)J という考え方も ， ただ答を教

えるだけのものや具体的でないものに限つての原則であ

る. I全然協力 しなくてよいとは恩わない(五島プラネ

タ D クム)J という消極的な協力の意見もあったが，各

館の学芸員の本音かもしれない

3. I小・中学校の宿題 ・ 自由研究に対する対処のしか

た」については ， 大きく次の 5 つにあげられる.

① 参考となるような展示を用意する .

② 参考となるような集会活動を企画する.

③ 学習室 ・ 図書室 ・ ろ作室 ・ 実験室を利用させる

④ 相談lζ応えて指導 ・ 助言するー

⑤ 相談lζ応えて参考図書を紹介する .

博物館として，博物館ならではという対処を考えると

き ， まず展示， そして博物館資料があげられよう.特別

展のみならず，各館のいろいな通常展示は科学に対する

興味を喚起し ， 科学知識の普及に役立つように，金と人

手をかけているものである.展示を見学する ζ とは，さ

まざまなテーマ発見へ結びつき，視点を少し変えれば，

新しいパ D エーショシも生じるであろう.

相談指導については ， 可能な限り ， 極力， 積極的にな

ど，いろいろな表現があろうが，相談にのっているよう

である . どの程度ということになれば「自主的活動を阻

害しない範囲(鳥取県立博物館)J ということになろ う.

また相談を受ける人(学芸員〕や相談の内容についても

その博物館の規模や目的，内容と合わせて， ある程度の

目安ができていると思われる.報告にもあるよう手軽な

電話による相談は最近増えてきているようで， ζ の処理

のしかたにもこれ乙そという対応策は見つかっていない

ようである.
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全科協北から南から

博物館職員講習を受講して

交通科学館木村宏

第 4 回を迎えるというとの講習に， 私の館では最初の が， この人たちの全てではないにしても ， 希望通り博物

受講者として参加する機会を得た. 国家試験の難しさを 館 K.入れる人は一体何人いるのであろうか，疑問を持た

感じていたので， 乙れは千歳一遇の好機であった . ざるを得ない.時代の要請に応え， 博物館の振興を急務

受講者は，年令 ・地域 ・ 館種 ・ 職種など， 実 l乙様々な とするなら学芸員の充足と資質向上は不可欠であるとい

構成であ り ， 寝食を共にするうち 日本の博物館全てを垣 われるが， この度の受講者数にしても40人余りとは ， 問

問見る思いであった. 森擢万象乙とどとく話題にあがら 題がかなり広範で線深いといわざるを得ない. 受講者に

ぬものは無く，多彩な専門家集団であった.一日の講義 は， 学校から来られた先生方が多くおられ， その待遇の

が終わり ， 寮での雑談は， それぞれのお国批が飛び出し ・ 低下を実際K耳K し驚くほかなかった. ζ れではライフ

次々と話題の途切れぬ聞もないほど楽しい日々であっ ワークとして学芸職を極める乙ともならず， ましてや博

た 物館の振興K もかかわる ζ とも不可能であろう.

顕学の講師陣から手際よく集約された講義は，最初の 博物館が広く大衆に開かれるには， 普及教育を担当と

問題とその方向が示され， 私にとっては新鮮さと驚きの する学芸員を始めとしてその充足が必要であり ， との点

連続であった. 日常に立ち帰り，自らの専門を深め，い 公私立にかかわらず採用 IC多くの問題がある . また， 再

かlζ学際的な立場で普及し得るか，それはひとえに学芸 教育の必要が言われながらもそのシステムも 日博協や全

員の資質いかんにかかわるかが痛感されたのであった. 科協の研修を除くと皆無に近い.との度の講習に参加し

博物館運営についても ， 学芸員の役割が今さらながらに 資格取得もさるととながら ， 博物館行政にかかわる貧困

重大であるととが思い知らされたのであった IC改めて目を開く恩いであった.国立社会教育研修所の

思うに， 大学で養成された学芸員の資質がしばしば間 乙の度の講習にとどまらず，更に拡充した学芸職の研修

題にされる . また調査によると ，日本の博物館総数1 ， 300 システムを行政レベノレで実施できないものであろうか.

を数え，博物館法の対象になる館はそのうち 400 といわ 40 日 の講留を終え、 机を並べた仲間たちと諮り得たのは

れ，学芸員数は 1 館当たり 1. 5 人と報告されている.毎 日本の博物館の未成熟さを表わす数々の問題点であっ

年大学から巣立つ学芸員有資格者は 1 ， 500 人といわれる た.
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おねがい

ノレーマニアの Grigore Antipa 博物館から，次のよ

うな依頼状が届きま した.

一一1977年 3 月 4 日 の地震のため，私たちの博物館の

建物は大きな打撃を受け，外国産のへピ標本， 1 ， 200 種

以上の魚類，海洋生物の標本びんが破壊されました.全

力をあげて復旧に努めておりますが、 破壊された代わり

になるようなもの， 重複している標本がありましたら ，

寄贈 していただく ζ とで御援助願えれば幸いです. どの

ような標本でも結構ですが，日本のH甫乳類，鳥類，艇虫

類， 無脊椎動物，あるいは日本の水域にすむ魚類，その

他の海洋生物でしたら好都合です. 一一

との Gr. Antipa 博物館はノレーマニアの自然史博物

館で， 創立から 140 年以上たっている伝統のある博物館

です 全科協の会員館で， r 日本の晴乳類， 鳥類，~虫

類，無脊椎動物，魚類， その他の海洋生物」の標本で寄

贈できる余裕があれば御協力ください.

くわしくは全科協事務局へ御照会ください.

あとがき

全科協ニュ ース(通巻第37号)をお届けいたします.

とのと乙ろずっと発行の遅れが続いておりますととを

お詫びいたします.次の 2 号分の編集委員会が済んでお

りますので I珂年は平常のペース IC近ずくととができる ・

と思います.

今後とも積極的な投稿および、情報の提供について御協

力くださるようお願いします.

たとえば新しい企画を実施したり，展示を更新したり

また，館園長の変更等があった場合には，ぜひ事務局ま

で御一報ください.

本号では， 会員館園の夏の事業がいろいろ報告されて

おりますが， とれらに関する御意見もお願い し ます.
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